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三井物産本店ビル

在

有

計

地：東京都丁・代田区大手町1－2－1

途：事務所

1：：1976年（昭和51年）

者二． 三井物産（株〉

者：（株）日建設計

　　（株〉武藤構造力学研究所（構造）

者：鹿島建設（株）

　　三井建設（株）

　　大成建設（株）

　　㈱竹中工務店

　　物産不動産（株〉
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lし議膿貯騰騰麗を繍瓢簾蹴理智1聖碧灘にお濠を前に1
嘩1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊦
畢　竣1二当初は我が国の近代的なオフィスビルのプロトタイプとして、その後のオフィスビルの計画に大きな影零

審響を与えた建物である。　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　留
黛建物の計画としては・設計当初力・ら・厳融システム構築がなされておン）・3・2mモジュールを厳密に守！

象って計画され、26年を経過した現在に至るまで、当初の設計思想に基づいてシステムが充分、機能を果たして慧
だ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マド
滋いるのは見事である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嵩
留また、設計の当初からビルのメンテナンスを考慮にいれた計画がなされており、一例を挙げれば、床のタ罎

審ルカーペットの、施工、クリーニング、メンテナンスを含めたシステム化などは、その後のタイルカーペット竃
影のオフィスビルヘの普及に大きな影響を与えている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　禽

智　設備に関しても将来の需要の増加や変化に対応出来るシステムが考えられており、メンテナンスの事も十分蜜
留　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　影
留に考慮に入れた設計になっていることが、この建物が26年を経過してもいまだに最先端のオフィスとして使い器

留続けられている理由であると考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　留
留　なお、外部環境に関しては、建物を高層化することによって出来る外部の空地を、お濠の緑の連続として捉2
出　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
φえ緑地と池を造っており、これらは「カルガモの池」として周辺のオフィスワーカーにも親しまれている。昨揖
憲今叫ばれるようになった、環境への配慮が当初からなされているのも、時代を先取りした計画であると言える．象

鮮　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊦
㊥　設備計画については、当初計画時から、いくつかの維持保全に対する1：夫がなされており、特に、基準階にお

留設置された点検口を兼ねた照明器具は、蛍光管の交換を容易にし、しかも天井内点検の安全性を考慮した、特＄
！別にディテールを扶したユニークなシステム耕となっている．　　　　　　　　繋
参　建物の保全計画に関しては、整備された維持保全計画と長期修繕計両が作成されており、毎年の予算化と当蜜

※該年度の詳細維持保全計画の作成も行われている　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　峯

1社灘講撒礫鰻璽糠欝需馨欝こ鹸講欝翻湛鴛濃維
留るのは特筆すべきである．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　壽
！このような良質なオフィスビルが今後数幽こわたり使い続けられてこそ、我が国の建築ストックは豊かに！

審なってゆくのではないかと感じられる建物である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　葱
も．硲詑／齢犯融舞詑縫鱒．δヌレ欝犯従シ駕簿認匪ン鋸偲飽誤．犯犯鋸、鍵、糖纏鐙繊齢硬、αiレ徳叡嚇璽／融認、鋤一絶．犯．徳糖．詑・融・融廷魁潮
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